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新領域創成科学研究科「研究倫理ガイドライン」 

 

平成２３年３月９日 学術経営委員会 承認 

平成２５年４月１０日 学術経営委員会 改正 

平成２５年５月１５日 学術経営委員会 改正 

平成２７年１月２８日 学術経営委員会 改正 

平成２７年７月２２日 学術経営委員会 改正 

 

１．研究者としての心構え 

研究者は研究者である前に一個の自立した人間であり、人間が規範とする倫理に忠実であ

るべきである。嘘をつかない、人を騙さない、人のものを盗らない、人に対して真摯な態度

で臨み誠実な対応をする等の人間として当然守るべき規範の遵守は、科学の研究においても

重要である。多くの観察、実験から真実を抽出する研究の過程において、都合の悪いデータ

を無意識に除却したり、必要条件を十分条件と見なしたりすることは、人間の心理としてあ

りがちであることを特に強く意識し、脆弱な基盤に立った研究の結果はいずれ崩れ去ること

は今までの長い科学研究の歴史が教えるところであることを肝に命じて研究対象に客観的に

向き合い、後世の批判に耐えうる真実の探究を目指さなくてはならない。 

２．研究の独創性 

研究において最も重要な要素の一つは独創性である。科学の進歩は個々の独創的発見の積

み重ねであるので、研究者は自ら独創的な研究を心がけるのはもちろんであるが、そのため

には他者の研究の独創性を評価したうえで自らの独創性を客観的に説明できなくてはならな

い。他者のアイデアを正当に評価しないで自らの独創性を主張するのは厳に慎まなくてはな

らない。 

３．研究経過の記録と保存 

研究を進める上で研究経過の記録は極めて重要である。科学的真理は客観性があり、条件

をそろえれば必ず再現されるものでなければならない。研究経過の記録は自ら再現性を確か

めるためにも、また、他の研究者が追試により研究結果を再現するためにも、その基礎とな

る一次情報であり、極めて重要である。研究者は、実験ノートなどによる研究経過の詳細な

記載、保存、実験試料の保存などを心がけねばならない。 

４．公正かつ責任のある公表 

 研究者はその研究成果を可能な限り広く社会に公表するよう努力すべきである。これは、人 

類共有の知的財産の蓄積、そしてその社会への還元に貢献するために必要な作業である。その 

手段として学術雑誌への論文投稿、各種機関での報告書、学会・シンポジウムなどでの講演・ 



2 

 

ポスター発表、あるいは学位論文など様々なものがあるが、いずれにおいても以下の点に留意 

して公正に行うことを心がける必要がある。 

(1) 虚偽のないことは当然として、誤解を招く可能性のある曖昧な表現を避ける。また、正

しく理解されるよう十分な説明を加える。 

(2) 他者の研究成果を正当に引用する。 

(3) 他者の未発表のアイデア、データを公表内容に加える時は、事前にその本人の承諾を得

て、その承諾内容に基づいた方法で公表する。 

(4) 著作権などに関しては十分に留意する。 

(5) 過去に公表した内容を新しい成果として公表してはならない。 

(6) 公表した内容については、その後も説明責任を負う。また、もし後日、誤りがあること

が発見された場合はそれを公表する。 

５．共同研究における誠実さと責任 

近年、研究内容が多様化・複雑化していること、および交通・通信手段の利便性が増して

いることから、他研究者との共同研究を行う機会が増加してきている。その際、（共同研究に

おいては、）共同研究者あるいはその所属機関とトラブルを起こさないように、以下の点に留

意して研究を遂行しなければならない。 

(1) 共同研究者と緊密に連絡を取り、その考えを尊重しながら常に意思の統一を図るよう努

力する。 

(2) 実験結果が得られ次第、すぐに共同研究者に報告することで、常に研究成果について共

同研究者間で知識が共有されている状態を維持するよう努力する。 

(3) 研究倫理で問題が生じた場合は、共同研究者全員がその責任を負わなければならない。 

(4) 共同研究者の同意なく成果を公表しない。成果を公表した際には、その内容すべてにお

いて共同研究者全員が責任を負わなければならない。 

(5) 成果を公表する際のオーサーシップ、あるいは特許出願の際の発明者などについては、

事前に話し合って同意を得ておくことが大切である。 

(6) 他機関（国内外を含めて）の研究者と共同研究を行う場合は、その機関の倫理要項・規則

などにも留意してそれに抵触しないよう注意する。 

６．教員の責任 

教員は自らが高い倫理観を持って研究を遂行するだけでなく、学生も同様に倫理観を持っ

て研究するよう指導および教育を行わなければならない。そのため、以下の点に留意して教

育指導を行う。 

(1) 新入生が研究室に配属された際に、本研究倫理ガイドラインに沿った倫理指導を行う。 

(2) 研究を実施する上で必要となる法令、指針、学内規則等を把握し、学生に周知させる。 

(3) 学生が倫理に則した行動をとっているかどうかについて常に留意し、もし倫理に反する

行動が認められた時にはすぐに教育指導を行う。 
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(4) 研究科が実施する研究倫理ガイダンスの受講や理解度試験の結果に留意し、適宜、必要

な倫理指導を行う。 

 

７．研究における法と指針の遵守 

研究領域によっては、国が倫理面・安全面での遵守事項を定める法や指針がある。それら

を精読および遵守のうえ、適切に研究を遂行しなければならない。（参考参照のこと） 

８．社会調査上の倫理 

(1) 社会調査、現地調査を伴う研究においては、研究の手法、研究内容、成果公表のいずれ

もが、調査対象者及び当該地域社会との合意に基づき行われるように十分に配慮する。 

調査にあたっては、調査対象者及び調査地の立場に立って研究を進める。調査対象者か

ら種々の情報を得る場合は、その収集方法がいかなる場合でも調査対象者に対して事前

に調査の目的、得られた情報の利用方法、具体的な公開の方法、個人情報の管理方法等

について説明して同意を得る必要がある。 

(2) 調査の結果は、原則として何らかの形で調査対象者及び調査地に還元しなければなけれ

ばならない。調査結果の公表は、調査対象者や当該調査地が被る損害に十分に配慮して、

調査者の社会的責任において適切に行われる必要がある。 

(3) 調査によって得られたデータは公正に取り扱わなければならない。特に、偽造・捏造・

改竄などは決して行ってはならない。 

(4) 調査によって得られた情報は、調査終了後も厳正に管理する必要がある。 

(5) 調査者は、調査にあたっては常に真摯な態度で臨み、調査地や調査対象者に対して誠実

な対応を心がける。 

(6) 海外における調査においては、当該国家の法を遵守するように努めなければならない。

また、当該地域の慣習にも十分に配慮し、調査対象者本位の姿勢で調査に臨まなければ

ならない。 

(7) 映像や写真資料は著作権のみならず、肖像権の問題もはらんでいるので、その扱いには

特に留意する。調査地で借用した映像・写真等を利用する場合にはその使用についての

承諾を得る必要がある。また、他人が撮影した映像・写真資料等、他人が作成した絵画

資料等、あるいは、既刊行物に掲載された映像・写真等を使用する場合には、必ず著作

権者の了解を得て、著作権や肖像権の侵害にならないように努める。Web上に掲載された

映像や写真等に関しても、著作権者の了解なく勝手に利用することがないように特に留

意する。 

９．公的研究費等の適正な運用 

(1) 大学における教育研究活動は、国及び独立行政法人や民間企業などの助成機関から支給

されるさまざまな公的研究費や、民間財団からの助成金、民間企業からの共同研究費や寄

附金などによって運営されている。全ての研究者は、物品購入に関する発注や納品検収

業務、学会や研究打ち合わせのための旅費交通費申請や各種業務に対する人件費（謝金）
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の支払いなど、日常的に公的研究費等の運用に深く関わり責任を共有していることを強

く自覚する必要がある。 

(2) 公的研究費等の運用に関わる研究者は、その種別ごとに国や大学によって定められたル

ールをよく理解し遵守すべく、日頃から意識を高めておかなければならない。 

10．ヒトを対象とする医学・生物学研究の倫理と安全 

(1) 研究にあたって研究対象者の安全性、人権の保護、その他倫理面に十分配慮しなければ

ならない。 

(2) ヒトを対象とする研究計画については、法や指針に定めるもの以外にも、その安全性及

び倫理面につき大学の倫理委員会の判断を仰ぐことが望ましい。 

(3) 海外の研究機関と共同研究を実施する際は、共同研究を行う相手機関においてもわが国

のガイドラインと同等の倫理基準が遵守されていることが望ましい。しかしながら、倫

理基準は、各国における社会的・文化的・宗教的多様性を反映して多様であることにも

十分な配慮をする必要がある。 

11．研究倫理ガイダンス（簡易版・詳細版）及び理解度試験 

(1) 本研究倫理ガイドラインの理解や研究者倫理に関する規範意識を徹底するため、本研究

科学生に対して研究倫理ガイダンス（簡易版・詳細版）及び理解度試験を実施する。 

(2) 研究倫理ガイダンスの受講と理解度試験合格を学位論文提出の条件とする。 

    

【参考】 

（平成 25 年 4 月 10 日現在の情報） 

文部科学省 

 研究活動の不正行為への対応のガイドラインについて 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu12/houkoku/06082316.htm 

 研究活動の不正行為への対応に関する科学研究費助成事業における運用方針 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1242622.htm 

 生命倫理・安全に対する取組 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/seimei/main.htm 

 研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kansa/houkoku/1343904.htm 

 

厚生労働省 

 研究に関する指針について   

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/kenkyujigyou/i-kenkyu/index.html 

 研究機関における公的研究費の管理・監査について（ガイドライン） 

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/kenkyujigyou/kanrikansa/ 
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日本学術会議 

 科学者の行動規範について  

http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kodo/ 

  

総合科学技術会議 

 公的研究費の不正使用等の防止に関する取組について

http://gaibushikin.adm.u-tokyo.ac.jp/huseitaisaku/files/000guideline-cstp.pdf 

 

日本学術振興会 

 研究活動の不正行為への対応に関する規程 

http://www.jsps.go.jp/j-daikokai/data/10_saitakugo/fuseikoui.pdf 

 

東京大学  

 科学研究行動規範 —科学の健全な発展を目指して— 

http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/codeofconduct/ 

・ 行動規範及び規則制定にあたっての総長声明（平成 18 年 3月 10日） 

・ 東京大学の科学研究における行動規範（平成 18年 3 月 17 日役員会議決） 

・ 科学研究行動規範リーフレット 

・ 東京大学における研究活動の不正行為に対する調査フロー 

・ 科学研究における行動規範に係る不正行為に関する窓口（本部） 

・ 東京大学科学研究行動規範委員会規則 【平成 28 年 1 月改訂】 

 

 博士論文と著作権 

http://hdl.handle.net/2261/55511 

 

 競争的資金 不正使用防止ウェブサイト 

http://gaibushikin.adm.u-tokyo.ac.jp/huseitaisaku/ 

 

 ライフサイエンス研究倫理支援室 

学外：http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/ 

学内：http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/index.html 
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A. 倫理審査 

（http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/rinriHOME.html） 

1.  ヒトを対象とした研究における倫理審査の概略 

2.  東京大学研究倫理審査実施規則 （旧ヒト生殖クローン関連実験実施規則） 

3.  東京大学研究倫理審査実施要項 

4.  研究倫理審査申請書，ヒトゲノム・遺伝子解析研究倫理審査申請書 

5.  ヒトを対象とした研究に関する指針等（ヒト ES 細胞の使用は「ヒト生殖・クローン」を参照） 

(a) 臨床研究に関する倫理指針 

(b) 臨床研究に関する倫理指針質疑応答集 

(c) 疫学研究に関する倫理指針 

(d) ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針 

(e) 遺伝子治療臨床研究に関する倫理指針 

(f) ヒト幹細胞を用いる臨床研究に関する倫理指針 

(g) ヘルシンキ宣言（2008 年改正） 

 

B. 遺伝子組換え実験 

(http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/kumikaeHOME.html) 

1.  東京大学遺伝子組換え生物等の使用等実施規則 

2.  研究開発段階における遺伝子組換え生物等の第二種使用等の手引き(文部科学省， 

平成 23年 5 月版) 

3.  遺伝子組替え実験留意事項（日本語版および英語版） 

4.  法律・規則・指針等 

(a) （カルタヘナ法）遺伝子組換え実験等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関

する法律（平成 15年法律第 97号）  

(b) 遺伝子組換え実験等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する法律施行

規則（平成 15 年財務・文部科学・厚生労働・農林水産・経済産業・環境省令第 1号）  

(c) 研究開発等に係る遺伝子組換え実験等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止

措置等を定める省令（平成 16 年文部科学・環境省令第 1 号）  

(d) 研究開発等に係る遺伝子組換え実験等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防止

措置等を定める省令の規定に基づき認定宿主ベクター系等を定める件  

(e) 「研究開発等に係る遺伝子組換え実験等の第二種使用等に当たって執るべき拡散防

止措置等を定める省令の規定に基づき認定宿主ベクター系等を定める件の一部を改

正する告示」についての解説 

(f) カルタヘナ法の解説   

5.  学内通知 

(a) 遺伝子組換え実験等の使用等に関する全学通知（平成 20年 5月） 「遺伝子組換え実

験の留意事項」 

(b) 組換えバキュロウイルスにより産生させた組換え蛋白質の使用について 
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(c) 日本紅斑熱リケッチア（Reckettsia japonica）に関わる遺伝子組換え実験について 

 

C. 動物実験 

(http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/doubutuHOME.html) 

1.  東京大学動物実験実施規則 

2.  東京大学動物実験実施マニュアル 

3.  研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針（平成 18 年 6月 

文部科学省）（日本語版および英語版）   

4.  動物実験の適正な実施に向けたガイドライン（平成 18 年 6月日本学術会議） 

（日本語版および英語版） 

5.  組換え動物の移動に関わる情報の提供 

6.  動物実験講習会 

7.  動物実験の自己点検・評価 

8.  法律・規則・指針等 

動物の愛護・福祉，遺伝子組換え実験，特定動物，特定外来生物，動物の輸入届出，  

動物の感染症，麻薬・向精神薬，その他 

9.  動物実験の手法等 

動物の鎮静・麻酔と鎮痛，実験動物の安楽死処置 

 

D. 研究用微生物 

（http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/biseibutuHOME.html） 

1.  東京大学研究用微生物安全管理規則（平成 21年 2 月改正） 

2.  東京大学研究用微生物安全管理マニュアル（平成 21 年 8月一部改正） 

3.  感染性資料を扱う研究者の心得 

4.  感染症法（法律・規則・指針等） 

(a) 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法

律」（平成 19 年 6 月 1 日）について 

(b) 特定病原体等の管理について（厚生労働省） 

(c) 東京大学感染症発生予防規程（平成 21年 2 月制定）   

(d) 東京大学感染症発生予防規程要領（平成 21年 2 月制定、同年 5月及び 8月一部改

正）    

(e) 学内様式    

(f) 帳簿例   

(g) 一時立入者への注意事項（例）  

(h) 輸送の際の注意 (厚生労働省通知 ,具体例) 

5.  家畜伝染病予防法（法律・規則・指針等） 

(a) 家畜伝染病予防法に基づく病原体の所持に係る許可及び届出制度について（農林水

産省） 

http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/gakunai/res/res1/kenkyoweb/bioscience/biseibutu/H2303yusou.pdf
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(b) 東京大学家畜伝染病発生予防規程（平成 23年 10月制定）   

(c) 東京大学家畜伝染病発生予防規程要領（平成 23年 10 月制定） 

(d) 学内様式    

(e) 帳簿例    

(f) 動物検疫所  

家畜伝染病予防法の解説， 「狂犬病予防法」の解説 ，「感染症の予防及び感染症の 

患者に対する医療に関する法律」の解説（動物に関する事項）， 「水産動物の検査につ

いて」 

6.  その他（法律・規則・指針等） 

(a) 植物防疫所 

植物検疫，植物検疫法，植物防疫法施行規則 

7.  通知等 

(a) 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法

律等の施行に伴う感染症の病原体等の管理規制の周知について（通知）（文部科学省

高等教育局長及び研究振興局長通知：平成 19年 6月）  

(b) 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法

律等の施行について（施行通知）（厚生労働省健康局長通知：平成 19年 6月）  

(c) 感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律等の一部を改正する法

律等の施行に伴う留意事項について（厚生労働省健康局結核感染症課長通知：平成

19 年 6 月） 

 

E. ヒト・生殖クローン 

(http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/cloneHOME.html) 

1.  東京大学ヒト ES 細胞使用規則（平成 21 年 9月 28 日一部改正） 

2.    (参考) 東京大学研究倫理審査実施規則 

3.  東京大学ヒト生殖・クローン関連実験申請要項 

4.  「ヒト ES 細胞等からの生殖細胞の作成等に係る当面の対応について （文科省通知）」 

5.  「ヒト iPS 細胞の樹立及び使用に係わる実験の実施について（依頼）」    

6.  東京大学動物性集合胚作成規則 

7.  手続き等 

(a) ヒト ES 細胞使用申請の手続きの概略  

(b) 指針の改正について  

(c) ES 細胞・iPS 細胞等幹細胞を用いた研究をこれから始める研究者の方へ 

(d) ヒト ES 細胞の使用計画に関する審査要領（改訂） 

(e) 文部科学省 申請様式の一覧 

(f) 学内様式  

8.  法律・規則・指針等 

(a) 「ヒト ES細胞の使用に関する指針」（平成 21 年 8 月 21 日 改正）  

(b) 「ヒト ES細胞使用計画の実施の手引き」（平成 21年 9月版） 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(c) 「ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律」  

(d) 「ヒトに関するクローン技術等の規制に関する法律施行規則」 

(e) 「特定胚の取扱いに関する指針」 

 



 

1 

 

Ethical Guidelines for Research 

at the 

Graduate School of Frontier Sciences 
 

Approved by the Graduate School Committee 

Graduate School of Frontier Sciences 

March 9, 2011 

Amended April 10, 2013 

Amended May 15, 2013 

Amended January 28, 2015 

Amended July 22, 2015 

 

1. Attitude Required of Scientists 

Every scientist starts out on the path of science as an individual human being, and every human is 

obliged to abide by the moral principles that define society. Those ethics call on us to be earnest and 

sincere in our dealings with others which include no lying, no deceiving, and no stealing among other 

principles. Adherence to ethical guidelines is just as important in scientific research as it is in everyday 

life. To accomplish this, scientists must be well aware of the harmful pressure of research that results 

from intensive observation and experimentation to elicit the truth, a pressure which can lead to 

unintentionally ignoring inconvenient data, or treating necessary conditions as sufficient conditions. 

Scientists must remember that the long history of science has taught that research built on a fragile 

foundation is doomed to eventual collapse. In the same vein, scientists must constantly approach their 

research with an objective viewpoint in pursuit of truth that will stand up to the scrutiny of generations 

to come. 

 

2. Originality in Research 

One of the most important attributes of good research is originality. Scientific progress represent an 

extensive accumulation of original discoveries, and as such scientists must be able to objectively explain 

the originality of their work based on appraisal of the originality of other scientists, not just actively 

pursue one’s own original research．Any assertion of original research without justly and properly 

appraising the ideas of others must be avoided at all costs. 

 

3. Documenting the Research Process 

Documenting your entire process is especially important, as research results can only qualify as 

scientific truth when they are based on objectivity and are reproducible under the same conditions. 

Recording the research process is an indispensable task that creates the primary information for 

self-checking the reproducibility of your research, and for enabling others to reproduce the same results. 

For this reason, every effort should be made to document the research process in detail through copious 

experiment recordkeeping, and to preserve that documentation and the test samples or specimens. 

 

4. Fair and Responsible Publication 

Scientists should endeavor to disseminate the results of their research throughout society as broadly as 

possible. This task is essential to fulfilling the duty of every scientist to accumulate the intellectual 

property shared by humankind and to repay society for its support of science. Research results can be 

publicized in various ways such as papers contributed to a scientific journal; reports submitted to a 

professional organization; oral or poster presentations at conferences, symposia, or other events; or 

graduate theses or dissertations. Regardless of the method, adhere strictly to the following guidelines to 

ensure the integrity of the information published: 

 

(1) In addition to the obvious obligation of no falsification and no fabrication, avoid using 

vague language that could lead to misunderstandings. Also, explain your research in proper 

and sufficient detail to ensure that it is understood correctly. 
 

(2) Properly cite the research accomplishments of others. 
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(3) When using unpublished ideas or data of other researchers, be sure to obtain their approval 

in advance, and to comply with the agreed upon manner regarding how such material 

should be presented. 
 

(4) Pay due attention to copyrights and other intellectual property rights. 
 

(5) Published research results must not be re-published under the guise of original material. 
 

(6) You must be accountable for what you publish, at the time of publication and thereafter. 

This includes publishing any errors found in your work after its publication. 

 
5. Integrity and Responsibility in Joint Research 

Opportunities of engaging in joint research have expanded in recent years as a result of the growing 

diversity and complexity of research focuses, as well as the increasing convenience of transportation 

and telecommunications. When taking part in collaborative research projects, adhere to the following 

guidelines to avoid potential conflicts with research partners and/or their institutions. 
 

(1) Make every effort so that your understanding of the project and that of your joint research 

colleagues are in sync with one another by maintaining close communications with them 

and by respecting their thoughts. 
 

(2) Constantly maintain shared knowledge of experiment results by immediately informing 

colleagues involved in the joint research of any new research results that you obtain. 
 

(3) The entire project team is responsible for dealing with any and all ethical issues that arise 

regarding joint research. 
 

(4) Do not publish any results of joint research without the consent of your colleagues. The 

entire project team is responsible for all material published. 
 

(5) Before publishing results or applying for patents, you and your joint research colleagues 

must discuss and agree upon authorship and inventorship. 
 

(6) When engaging in joint research with people affiliated with other institutions (domestic or 

foreign), familiarize yourself with that institution’s ethical guidelines and rules, and avoid 

infringing upon them.  

 
6. Faculty Responsibilities 

Faculty are obliged not only to pursue their research with a strong sense of ethics, but also to ensure that 

their students meet the same high standards by providing them with proper guidance and education on 

ethics, including the following guidelines: 
 

(1) When new students join a research lab, faculty responsible for that lab must provide new 

students with ethical guidance in line with the Ethical Guidelines for Research at the 

Graduate School of Frontier Sciences and the Code of Conduct for Scientific Research 

prescribed by the university. 
 

(2) Ensure that those doing research are fully aware of the content of the laws and regulations, 

policies, and university rules (including those of graduate schools, divisions, departments, 

and any other related organizational unit of the university). 
 

(3) Continually check whether your students are in compliance with the code of ethics. If a 

student is found to have violated the code, promptly provide the proper ethical guidance 

needed to correct the errant behavior.  

 

(4) Conduct necessary and proper guidance on research ethics in a timely manner based on the 

results of seminars on ethical guidelines and also based on the results of a research ethics 

comprehension test. 
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7. Compliance with Laws and Guidelines Concerning Research 

Your field of research is subject to certain laws and guidelines prescribed by the Japanese government 

with regard to ethics and safety. Be sure to familiarize yourself with all applicable laws, regulations, and 

guidelines thoroughly; and to comply with them throughout the process of your research (see reference 

list below). 

 

8. Social Research Ethics 

(1) When engaging in research involving social or field surveys, be sure that due consideration is 

paid to obtaining the consent of the informants and the local community regarding the methods 

and nature of the study, and the publication of the results. Always consider the perspective of 

the informants and the local community when planning and implementing surveys. When 

different types of information are collected, explain the purpose of the survey, anticipated usage 

of the data collected, specific publication methods, the handling of private information, and 

other concerns to the informants; and obtain their informed consent in advance regardless of the 

collection method used. 
 

(2) In principle, survey results must be shared with the informants and the local community in some 

way. Part of the social responsibility of the researcher is to ensure that survey results are 

published in a just and proper manner, with all due consideration taken to avoid publication that 

may cause undue damage to the informants and the local community. 
 

(3) The data collected must be used in a fair and just manner. In particular, never fabricate, falsify, 

alter, or otherwise manipulate research data. 
 

(4) After completion of the study, continue to safeguard the data collected rigorously. 
 

(5) Always have a sincere attitude throughout the process of your research, and act with integrity in 

all interactions with the informants and the local community. 
 

(6) When conducting surveys in other countries, comply with the local laws. In addition, give all 

due consideration to local customs, and approach any survey with an attitude of respect for the 

informants. 
 

(7) Be especially prudent with video/photographic material and other images, as they entail issues 

pertaining not only to copyrights, but also portrait rights. For example, before using 

video/photographic material borrowed in a survey, you must obtain the owner’s consent on the 

usage of the material. Also, if you plan to use videos, photographs, or illustrations created by 

others, or visual material that has been published elsewhere, you must obtain the consent of the 

copyright holder and take steps to avoid infringing upon any copyrights and portrait rights. 

Keep in mind that this requirement also especially applies to the use of material posted on the 

internet. 
 

9. Appropriate Use of Public Research Funds 

(1) Education and research activities at The University of Tokyo are supported by 1) public 

research funds provided by the Japanese government, independent administrative agencies, or 

private businesses; 2) grants from incorporated foundations; and/or 3) joint research funds and 

grants from private businesses. All scientists must be acutely aware of their responsibilities 

when using public research funds and/or others for purchasing and inspecting materials and 

equipment, applications for travel expenses to conferences and other meetings to discuss 

research, personnel expenses (honorariums), and all other such expenses. 

 

(2) Scientists who manage public research funds must heighten the understanding of and strict 

adherence to all rules and regulations promulgated by the Japanese government and to those 

established by The University of Tokyo as well. 

 
 

10. Ethics and Safety in Medical/Biological Research Involving Human Subjects 



 

4 

 

(1) Due consideration must be given to the safety of human subjects, protection of their human 

rights, and other ethical matters. 

 

(2) Before engaging in research involving human subjects, you should by all means respect the 

guidance of the Ethics Committee of The University of Tokyo regarding safety and ethical 

matters involved your research plan, including matters not specifically covered by laws or 

guidelines. 

 

(3) When conducting joint research with an institution overseas, you should encourage the 

members of that institution to follow ethical standards equivalent to those prescribed in Japan. 

At the same time, however, you need to give consideration to the fact that ethical standards vary 

by country because they reflect local social, cultural, and religious precepts. 

 
11. Guidance for GSFS Ethical Guidelines for Research and Comprehension Test 

 

(1) To attain thorough understanding of the GSFS Ethical Guidelines for Research and knowledge 

of rules regarding ethics, initial and subsequent extensive guidance sessions on the GSFS 

Ethical Guidelines for Research will be conducted and a comprehension test will be 

administered covering the extensive guidance session. 

(2) Attending both guidance sessions on the GSFS Ethical Guidelines for Research and passing a 

comprehension test on research ethics are prerequisites for submission of a thesis for a degree.  
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 Appendix 
(as of April 10, 2013) 

 

 Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) 文部科学省 
 

Guidelines concerning Improper Conduct in Research 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu12/houkoku/06082316.htm 
 

Guidelines on Established Practices concerning the Response to Improper Conduct in Government- 

funded Scientific Research  
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1242622.htm 

 

Bioethics and Safety 
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/seimei/main.htm 

 

Guidelines for Management and Audit of Public Research Funds at Research Institutions 

http://www.mext.go.jp/a_menu/kansa/houkoku/1343904.htm 

 

 Ministry of Health, Labour and Welfare (MHLW) 厚生労働省 
 

Principles of Research 

http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/kenkyujigyou/i-kenkyu/index.html 

 
Management and Audit of Public Research Funds at Research Institutions (Guidelines)  

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/kenkyujigyou/kanrikansa/ 

 

 Science Council of Japan (SCJ) 日本学術会議 
 

Code of Conduct for Scientists 

http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kodo/  (J) 
http://www.scj.go.jp/en/report/Code%20of%20Conduct%20for%20Scientists-Revised%20version.pdf  (E) 

 

 Council for Science, Technology, and Innovation  総合科学技術会議 
 

Preventing Misuse of Public Research Funds 

http://gaibushikin.adm.u-tokyo.ac.jp/huseitaisaku/files/000guideline-cstp.pdf 

 

 Japan Society for the Promotion of Science (JSPS) 日本学術振興会 
 

Rules concerning the Response to Improper Conduct in Scientific Research  

http://www.jsps.go.jp/j-daikokai/data/10_saitakugo/fuseikoui.pdf 

 

 The University of Tokyo (UTokyo) 東京大学 
 

Standards of Conduct for Scientific Research 
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/codeofconduct/ 

 

University President’s Position Statement on the Standards of Conduct and the Establishment of Rules 

(10 March 2006) 

 

The University of Tokyo Standards of Conduct for Scientific Research 

(decided at Board of Trustees meeting, 17 March 2006) 

 

Standards of Conduct for Scientific Research leaflet 

 

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/gijyutu/gijyutu12/houkoku/06082316.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/hojyo/1242622.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/shinkou/seimei/main.htm
http://www.mext.go.jp/a_menu/kansa/houkoku/1343904.htm
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/kenkyujigyou/i-kenkyu/index.html
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/hokabunya/kenkyujigyou/kanrikansa/
http://www.scj.go.jp/ja/member/iinkai/kodo/
http://www.scj.go.jp/en/report/Code%20of%20Conduct%20for%20Scientists-Revised%20version.pdf
http://gaibushikin.adm.u-tokyo.ac.jp/huseitaisaku/files/000guideline-cstp.pdf
http://www.jsps.go.jp/j-daikokai/data/10_saitakugo/fuseikoui.pdf
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/codeofconduct/
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Flowchart on Surveying Improper Conduct in Scientific Research at The University of Tokyo 

 

Office for Handling Improper Conduct according to the Standards of Conduct for Scientific Research 

(Administration) 

 

Rules Governing the Committee for the Code of Conduct for Scientific Research at The University of 

Tokyo (revised January 2016) 

 

Doctorate Theses and Copyrights 
     http://hdl.handle.net/2261/55511 

 

Website for Preventing Misuse of Competitive Funds 
http://gaibushikin.adm.u-tokyo.ac.jp/huseitaisaku/ 

 

Office for Life Science Research Ethics and Safety 

external access: http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/ 

internal access: http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/index.html 

 

A. Ethical Review  
http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/rinriHOME.html 

Summary of Ethical Review of Research involving Humans 

(3) Rules concerning the Implementation of Research Ethics at The University of Tokyo (formerly 

“Implementation of Rules concerning Human Reproduction and Cloning at The University of  

Tokyo”) 

(4) Guidelines for Research Ethics Review at The University of Tokyo 

(5) Request Form for Research Ethics Review, and Request Form for Research Ethics Review of 

Human Genome Analysis Research  

(6) Guidelines concerning Research involving Humans (see “Using Human Embryonic Stem  

Cells 「Human Reproduction and Cloning」) 

a) Ethical Guidelines for Clinical Research 

b) FAQ related to the Ethical Guidelines concerning Clinical Research 

c) Ethical Guidelines concerning Epidemiology Research 

d) Ethical Guidelines for Human Genome Analysis Research 

e) Guidelines for Clinical Research of Gene Therapy  

f) Guidelines on Clinical Research Using Human Stem Cells  

g) The Declaration of Helsinki (partially revised 2008) 

 

B. Experiments involving Living Modified Organisms (LMO) 
http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/kumikaeHOME.html 

(1) Rules for Experiments using Living Modified Organisms 

Handbook concerning Type 2 Use of Living Modified Organisms (MEXT, May 2011) 

Important Reminders on Genetic Modification Experiments (in the Japanese and English  

versions of the Safety Manual) 

Guidelines, Rules, Laws and Regulations 

a) Laws concerning Securing Diverse Living Organisms according to the Establishment of 

Experimental Use of Living Modified Organisms (Cartagena Protocol) (Law No. 97,  

2003) 

b) Rules for Implementing Laws concerning Securing Diverse Living Organisms according to 

http://hdl.handle.net/2261/55511
http://gaibushikin.adm.u-tokyo.ac.jp/huseitaisaku/
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/
http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/index.html
http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/rinriHOME.html
http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/kumikaeHOME.html
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the Establishment of Experimental Use of Living Modified Organisms (Ordinance No. 1: 

Ministry of Finance; MEXT; HLW; Ministry for Agriculture, Forestry and Fisheries;  

Ministry of Economy, Trade and Industry; and Ministry of the Environment, 2003) 

c) Containment Measures Stipulated in Pertinent Ordinances of Japanese Government 

Ministries for Type 2 Use of Living Modified Organisms (Ordinance No. 1: MEXT and 

Ministry of the Environment, 2004) 

d) Conditions set forth in the Regulations of Host-Vector System for Type 2 Use of  

Living Modified Organisms 

e) Interpretation on Some Revisions of the Conditions set forth in the Regulations of  

Host-Vector System for Type 2 Use of Living Modified Organisms 
 

f) Interpretation of the Cartagena Protocol on Biosafety of the Convention on Biological  

Diversity 

University Notices 

a) Important Reminders on Genetic Modification Experiments (May 2008) 

b) Use of Recombinant Protein for Producing Recombinant Baculovirus 

c) Experiments of Living Modified Organisms involving Reckettsia Japonica 

C. Experiments on Animals 

http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/doubutuHOME.html 
 

(1) The University of Tokyo Rules concerning Experiments on Animals 

The University of Tokyo Manual concerning Experiments on Animals 

Fundamental Guidelines for Proper Conduct of Animal Experiments and Related Activities (MEXT, 

June 2006) 
English:   http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/sisin_eng.pdf 
Japanese:   http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/siryou5.pdf 

Guidelines for Proper Conduct of Experiments on Animals (SCJ, June 2006) 
English:  http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/kohyo-20-k16-2e.pdf 
Japanese:   http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/siryou6.pdf 

Providing Information on the Transport of Genetically Modified Animals 

Training Sessions on Animal Experiments  

Self-Check and Evaluation concerning Animal Experiments 

Guidelines, Rules, Laws and Regulations 

Humane Care and Welfare of Animals，Living Modified Organisms Experiments，Select 

Animals，Invasive Alien Species, Notification of the Transport of Experiment Animals, 

Infectious Diseases of Animals，Narcotics, Psychotropics, others 

Procedures for using Tranquilizers, Anesthesia and Analgesia on Animals and Procedures for 

Euthanizing Experiment Animals  
 

D. Experiments involving Microorganisms for Research    

http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/biseibutuHOME.html 
 

(1) The University of Tokyo Rules on the Handling and Safety of Experimental Use  

Microorganisms (revised February 2009) 

The University of Tokyo Safety Manual for Using Microorganisms in Research (partially 

revised August 2009) 

Cautions for Researchers using Infectious Materials Documents 

Guidelines, Rules, Laws and Regulations concerning Infectious Disease 

http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/doubutuHOME.html
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/siryou5.pdf
http://www.u-tokyo.ac.jp/ja/administration/lifescience/kohyo-20-k16-2e.pdf
http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/biseibutuHOME.html
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a) Revisions on the Law concerning the Prevention of Infections and Medical Care for 

Patients of Infections (1 June 2007) 

b) Handling of Specified Pathogens (HLW) 

c) The University of Tokyo Rules concerning the Prevention and Outbreak of Infectious  

Disease (est. February 2009) 

d) The University of Tokyo Summary of the Rules concerning the Prevention and Outbreak 

of Infectious Disease (established February 2009; partially revised May and August, 2009) 

e) University forms 

f) Accounting ledger examples 

g) Cautions for Laboratory Visitors (examples) 

h) Cautions when Transporting Microorganisms (HLW Bulletin  , specific examples) 

Act on Domestic Animal Infectious Diseases Control (Guidelines, Rules, Laws and  

Regulations) 

a) System of Procedures and Approvals for Storage of Pathogens according to the Domestic  

Animal Infectious Diseases Control Act (Ministry for Agriculture, Forestry and Fisheries) 

b) The University of Tokyo Rules concerning the Prevention and Outbreak of Domestic  

Animal Infectious Diseases (October 2011) 

c) The University of Tokyo Summary of Rules concerning the Prevention and Outbreak of  

Domestic Animal Infectious Diseases (October 2011) 

d) University forms 

e) Accounting ledger examples 

f) Animal Quarantine Service  http://www.maff.go.jp/aqs/english/laws.html  (E) 

Interpretation of the Domestic Animal Infectious Diseases Control Law，Interpretation of 

the Rabies Prevention Law，Interpretation of Law concerning the Prevention of Infections 

and Medical Care for Patients of Infections (items concerning animals),  Inspection of  

Aquatic Animals 

Others (laws and regulations, rules, guidelines, etc.) 

a) Plant Protection Station  http://www.maff.go.jp/pps/  (J) 

Plant Quarantine, Plant Quarantine Law, Rules for Implementation of the Plant Protection  

Law 
 

Notices 

a) Pathogen Control System involved in Implementation of the Revisions of the Law 

concerning the Prevention of Infections and Medical Care for Patients of Infections 

(MEXT Directive of the Higher Education Bureau Chief and the Directive of the  

Research Promotion Bureau Chief: June 2007) 

b) Implementation of the Revisions of the Law concerning the Prevention of Infections and 

Medical Care for Patients of Infections (Notice of Effectuation) (Tuberculosis and Infectious 

Diseases Control Division, Health Service Bureau; Ministry of Health, Labour and  

Welfare Director’s Bulletin, June 2007) 

c) Cautions concerning Implementation the Revisions of the Law concerning the Prevention of 

Infections and Medical Care for Patients of Infections (Tuberculosis and Infectious 

Diseases Control Division, Health Service Bureau; Ministry of Health, Labour and Welfare 

Director’s Bulletin; June 2007) 

 

E. Experiments involving Humans and Reproduced Clones   

http://www.maff.go.jp/aqs/english/laws.html
http://www.maff.go.jp/pps/
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http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/cloneHOME.html 
 

(1) The University of Tokyo Rules concerning the Use of Human Embryonic Stem Cells (partially  

revised 28 September 2009) 

The University of Tokyo Rules concerning the Implementation of Research Ethics (formerly 

“Implementation of Rules concerning Human Reproduction and Cloning at The University of  

Tokyo) 

 The University of Tokyo Guidelines for Requests pertaining to Experiments on Human  

Reproductive Genes and Clones  

Tentative Measures for Reproduction of Human Embryonic Stem Cells (Notice from MEXT)」 

 Production of Human Induced Pluripotent Stem Cells and Use in Experiments 

The University of Tokyo Rules concerning the Production of Animal-Human Chimeric  

Embryos 

Procedures 

a) Summary of Procedures of Request Forms for Human Embryonic Stem Cells 

b) Guideline revisions  

c) Research Scientists Using Human Embryonic Stem cells, Induced Pluripotent Stem (iPS) 

d) Cells, and Other Types of Stem Cells for the First Time 

e) Summary of the Human Embryonic Stem Cells Use Plan Review (revised) 

f) MEXT forms 

g) University forms 

Guidelines, Rules, Laws and Regulations 

h) Guidelines on the Utilization of Human Embryonic Stem Cells  

i) Procedures for Use Plan Experiments of Human Embryonic Stem Cells 

j) Laws concerning the Controls on Clone Technology regarding Humans 

k) Rules Pertaining to Implementation of the Laws concerning the Controls on Clone 

Technology regarding Humans 

l) Guidelines for Handling Select Embryos  

http://lsres.adm.u-tokyo.ac.jp/cloneHOME.html

